
区画街路第25号線等の都市計画変更
原案説明会

令和8年10月 9日（金）
10月10日（土）

江戸川区土木部計画調整課



都市計画決定：平成20年江戸川区告示第76号
起点：江戸川区上篠崎三丁目
終点：江戸川区上篠崎四丁目

延長：約300m
幅員：16m

区画街路第25号線

都市計画道路区画街路第25号線の概要
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都市計画道路区画街路第25号線の概要

現況幅員： 8m
計画幅員：16ｍ

現況幅員：16m
計画幅員：16ｍ 2

①

②

①

②

：撮影位置



経緯

東京都、特別区及び26市2町は、都市計画道路の整備を計画的かつ効率的に進めるため、

優先的に整備すべき路線を定めた「都市計画道路の整備方針（事業計画）」を4回にわたり策定し、

整備を進めてきました。

こうした中、「東京における都市計画道路の整備方針（第四次事業化計画）」の計画期間が

令和7年度までとなっていたことから、令和8年3月に「東京における都市計画道路の整備方針」

（以下、整備方針）を策定しました。しかしながら、整備方針の中では、都市計画道路の種別のうち、

幹線街路※1は必要性の検討対象でしたが、区画街路※2は検討の対象外となりました。

そこで、江戸川区は「区画街路に関する江戸川区検討会」を設置し、整備方針の考え方を

参考にしながら、区内に残る未整備の区画街路について必要性を検討しました。

後述に、必要性の検討結果と必要性が確認されなかった路線の対応方針、今後の進め方について

記載しております。

※1：都市内におけるまとまった交通を受け持つ道路のことです。

※2：街区内の交通を集散させ、街区や宅地の外側を形成する日常生活に密着した道路のことです。

引用：「東京における都市計画道路の整備方針」（令和8年3月,東京都・特別区・26市2町） 3



未整備の区画街路

船堀駅

区画街路第22号線区画街路第25号線

篠崎駅

路線範囲

未整備区間

【凡 例】未整備の区画街路は区画街路第21、22、25号線
の3路線あります。いずれの路線も一部区間が
未整備となっています。

路線範囲

未整備区間

【凡 例】
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未整備の区画街路 必要性の検証

未整備の区画街路の必要性を検討するにあたって、「東京における都市計画道路の整備方針」

（令和8年3月,東京都・特別区・26市2町）の必要性の検証項目を準用しました。

また、区画街路は日常生活に密着した道路という性質があるため、「地域に関わる項目」を用いて

検証することとしました。

必要性の検証項目

出典：「東京における都市計画道路の整備方針」（令和8年3月,東京都・特別区・26市2町） 5



未整備の区画街路 必要性の検証

各路線を上記の「地域に関わる項目」を用いて検証した結果、区画街路第21、22号線が

項目9に該当しておりました。また、区画街路第25号線はいずれの項目にも該当しませんでした。

出典：「東京における都市計画道路の整備方針」（令和8年3月,東京都・特別区・26市2町）
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該当路線名
区画街路第21号線
区画街路第22号線

指標の内容

ゾーン30指定エリア内
を通過する、または、
指定エリアの外周部に
位置する街路
小学校への通学路に
指定されている街路

拡大図

区画街路第22号線

区画街路第21号線

区画街路第25号線

項目9 命を守る道路ネットワークの形成
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将来交通量について

区画街路第21号線：4,800台/日

区画街路第22号線：3,500台/日

区画街路第25号線： 300台/日

区画街路第22号線区画街路第25号線

篠崎駅

船堀駅

路線範囲

未整備区間

【凡 例】

将来交通量（フルネット※）
単位：台/日

3,500

必要性の検証に合わせて、「令和7年度江戸川区将来交通量推計業務委託」（江戸川区）

で実施した推計結果にて、将来交通量の確認をしました。結果は下記のとおりとなりました。

※：区内の都市計画道路がすべて完成した状態のことです。

路線範囲

未整備区間

【凡 例】
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検討結果まとめ

必要性の検証項目
区間路線名 地域の魅力

的な拠点の
形成

命を守る道路
ネットワーク
の形成

あらゆる災害
に対する地域
の防災力向上

つながり・ま
とまる緑豊か
な空間の創出

持続可能な
地域公共交
通等の実現

〇都営新宿線高架下
～補289区画街路第21号線

〇補288
～篠崎街道区画街路第22号線
補286

～鹿骨街道区画街路第25号線

検討の結果、必要性が確認された区画街路第21、22号線は計画を存続することとしました。

なお、区画街路第21号線、22号線については、今後、周辺のまちづくりや地区計画等の進捗を踏まえ、

整備手法や時期について検討していきます。

必要性が確認されず将来交通量も少ない区画街路第25号線は計画を廃止することとしました。

また、東西区間は現況道路として既に整備されており、都市計画道路として位置付けなくても

道路機能に影響はないことから、区画街路第25号線全体を廃止する方針で整理しました。

必要性の検討及び将来交通量の確認の結果をまとめました。検討結果をもとに、

「区画街路に関する江戸川区検討会」の中で、今後の方針等について審議しました。

将来交通量
（台/日）

4,800

3,500

300

【参考】
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廃止による効果（土地の有効利用の促進）

都市計画道路の区域内では、都市計画法により、将来における事業の円滑な施行を確保するため、

建築行為に対する制限が課せられています。

都市計画道路を廃止することで、道路による建築制限や事業予定がなくなるため、

・計画線上にある建物や土地を引き続き活用できる

・土地の規模に応じた建築が可能になる

・将来の土地活用や生活設計が立てやすくなる

など、土地の有効利用が図りやすくなります。

上記のようなメリットがある一方で、都市計画道路の廃止により、固定資産税に影響が出る可能性

があります。

これまで、都市計画道路の予定区域に含まれていた土地については、土地利用の制限を考慮し、

土地評価を低めに算定していました。都市計画道路が廃止されると、通常の算定となり、

結果として固定資産税が上がる可能性があります。※

10※固定資産税の算定は東京都（都税事務所）で行われます



区画街路第25号線の廃止に伴う用途地域の見直し
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都市計画道路の隅切り部を用途地域境界としていたため、
都市計画道路の廃止に伴い、用途地域等の変更を行います。

この地図は、東京都縮尺1/2,500地形図を使用(承認番号:8都市基交測第206号・令和8年10月8日)して作成したものである。無断複製を禁ずる。
この地図の著作権は、東京都及び株式会社ミッドマップ東京に帰属する。
（承認番号）８都市基街都第145号、令和８年８月３日

【変更前】 【変更後】

変更範囲

【凡 例】
変更範囲

【凡 例】

※用途地域の変更時期は区画街路第25号線と
同じ時期を予定しておりますが、東京都との
協議状況により変更になる場合があります。
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区画街路第25号線の廃止スケジュール（予定）

※1協議等の状況によって、スケジュールが変更になる場合があります。
※2用途地域の変更時期は区画街路第25号線と同じ時期を予定しております。12

都市計画変更の流れ・手続き

住民の皆様からの
意見をお伺いします

意見書が
提出できます



お問い合わせについて

本日は、ご清聴いただきありがとうございました。

本日の説明内容についてご不明点などございましたら、下記までご連絡ください。

江戸川区役所 土木部 計画調整課 計画係 ：03-5662-8389

江戸川都税事務所 固定資産税班 ：03-3654-2151

いずれも受付時間は午前９時から午後５時（土曜祝日を除く）までとなります。
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都市計画変更に関すること

税に関すること


